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硬
式
球
と
軟
式
球
の
特
性
を
合
わ
せ
て

開
発
さ
れ
た
Ｋ
ボ
ー
ル

ソ
連
の
独
裁
者
ス
タ
ー
リ

ン
は
、
■
週
間
足
ら
ず
の
日

ソ
戦
に
よ

っ
て
莫
大
な
利
益

を
得
た
。
満
州
や
南
樺
太
、

千
島
列
島
を
占
領
し
た
の
に

続
き
、
日
本
人
男
性
を
不
法

に
拘
束
し
、
無
償
の
労
働
力

の
中

国

黒
竜

江

省
）

の

天

田
郷

で

召

集

さ

れ
、
最

年

少
の
兵
士
だ

っ
た
羽
上
田
昭

二

（
８４
）
＝
当
時
１８
歳
、
奈

良
市
＝
は
級
化
に
い
た
。

「来
る
日
も
来
る
日
も
使

役

．
満
州
各
地
か
ら
集
ま

っ

製
鉄

、製
鋼
、
製
紙
工
場
や
、

炭
鉱
や
発
電
所
な
ど
、
大
型

の
機
械
設
備
に
も
及
ん
だ
。

②

　
　
つ
ま
り
、
す
べ
て
を
奪

い
去

っ
た
。
施
設
を
撤
去
、
解
体

し
、
ス
ク
ラ

ッ
フ
同
然
の
ま

ま
輸
送
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
体
験
者

が

「
工
場
の
ト
タ

ン
屋
根
■

枚
、
柱
■
本
、
ネ
ジ
■
本
に

ま
で
至

っ
た
」
と
証
言
す
る

ほ
ど
、
略
奪
は
徹
底
し
て
い

た
。し
か
し
、
技
術
者
が

い
な

け
れ
ば

二
度
と
組
み
立
て
ら

れ
な
い
。
機
械
を
輸
送
す
る

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
破

壊

活

動

が

目

的

に

も

見

え

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ソ
連

と
散
対
し
て
い
た
国
民
党
軍

が
満
州
に
お
い
て
優
勢
だ

っ

た

か

ら
だ

と

も

指

摘

さ

れ

る
．■

９
４
５
年
１０
月
、
秋
が

深
ま
り
、
雪
が
時
折
ち
ら

つ

く
よ
う
に
な

っ
た
。
昭
二
は

肋
膜
炎
が
完
治
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
■
い
に
し
て
胸
の

痛
み
は
感
じ
な
か

っ
た
。
周

囲
は
年
配
の
人
は
か
り
で
頼

り
に
思
え
、
不
安
の
な
い
日

々
を
過
ご
し
た
。
倉
庫
に
山

積
み
だ

っ
た
物
資
は
姿
を
消

し
、
積
み
込
み
作
業
が

一
段

た
」汽
車
が
目
指
し
た
の
は
東

の
日
本
で
は
な
く
、
西
の
方

向
だ

っ
た
。

「
１
週
間
過
ぎ
て
、
や

っ

と
海
が
見
え
た
　
で
も
様
子

野
球
仲
間
募
る

Ｊ
´

技術の向上無理なく
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　
日
本
の
敗
戦
後
、
ソ
連
は
満
州
や
樺
太
な
ど

で
拘
束
し
た
日
本
の
車
人

・
車
属
、
民
間
人
ら
を
シ
ベ
リ
ア
に
移

送
し
た
。
国
際
法
を
無
視
し
、
長
期
に
わ
た

っ
て
、
森
林
伐
採
や

鉄
道
建
設
、
道
路
敷
設
と
い

っ
た
強
制
労
働
に
従
事
さ
せ
た
。

旧
厚
生
省
援
護
局
に
よ
れ
ば
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
は
約
５７
万
５

一十
人
、
死
者
は
約
５
万
３
千
人
。
ソ
連
側
の
研
究
で
約
６４
万
人
と

推

定
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
国
立
車
事
公
文
書
館
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑

留
者
に
関
す
る
最
大
７６
万
人
分
の
資
料
か
保
管
さ
れ
て
い
る
。

南
丹
市
園
部
町
に

、硬
式
球
と
軟
式
球
の
特
性
を
合
わ
せ
た
「
Ｋ
ボ

ー
ル
」
を
使
う
中
学
生
野
球
チ
ー
ム
が
あ
る
。
Ｋ
ボ
ー
ル
を
専
門
に
扱

う
チ
ー
ム
は
全
国
で
わ
ず
か
で
、府
内
で
も
２
チ
ー
ム
だ
け
。指
導
者

は
「
ボ
ー
ル
の
良
さ
を
広
く
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
、選
手
は
「仲
間
を

増
や
し
て
強
く
な
り
た
い
」
と

、日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
．

南
丹
の
中
学
生
チ
ー
ム

Ｋ
ボ
ー
ル
は
、
約
１０
年
前
に
開

発
さ
れ
た
。
軟
球
と
同
じ
く
ゴ
ム

製
で
、
大
き
さ
、
重
さ
か
硬
球
と

同
じ
。
弾
み
方
や
打
球
感
は
両
方

の
中
間
ほ
ど
で
、
硬
式

ヘ
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
る
と
さ
れ
る
。
関

東
な
ど
を
中
心
に
徐
々
に
普
及
し

始
め
、
近
年
は
軟
球
と
併
用
す
る

チ
ー
ム
が
増
え
て
い
る
。

同
町
と
京
都
市
を
拠
点
に
活
動

す
る

「京
都
Ｋ
Ｉ
Ｂ

ａ
ｌ
ｌ
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
」

（
Ｋ
Ｂ
Ｃ
）

は
、
府
内
で
は
宇
治
市
の
チ
ー
ム

に
続
い
て
５
年
前
に
発
足
。
現
在

は
、
南
丹
市
と
京
都
市
の
中
学
生

‐５
人
が
在
籍
す
る
。

神
日
英
樹
副
代
表
（
５２
）
は

コ
尚

校
で
硬
球
を
初
め
て
握

っ
て
、
肩

を
壊
し
て
し
ま
う
選
手
を
見
て
き

た
。
大
人
に
な

っ
て
も
長
く
野
球

を
楽
し
ん
で
は
し
い
」
と
、
Ｋ
ボ

ー
ル
を
導
入
し
た
思
い
を
語
る
。

軟
球
に
比

べ
て
ポ
ー
ル
が
飛
ば
な

い
分
、
体
を
使

っ
た
ス
イ
ン
グ
が

身
に
付
く
な
ど
技
術
的
な
効
果
も

み
ら
れ
る
と
い
う
。
主
将
の
脇
坂

優
磨
君

（
１４
）
は

「
Ｋ
ボ
ー
ル
は

硬
球
と
同
じ
感
党
で
プ
レ
ー
で
き

る
。
も

っ
と
仲
間
が
増
え
る
と
う
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糸紡ぎ楽しんで ‐̈:

29日にイベン ト多彩

０
■
０
。

（上
坂
恭
平
）

れ
し
い
」
と
話
す
。
Ｋ
Ｂ
Ｃ
は
部

員
を
随
時
募
集
し
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
は
監
督
の
塚
脇
さ
ん
の
携

帯
電
話
０
９
０

（
３
６
７
７
）
７
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